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概 要 Abstract

成 果 Results

・「大地の星」全てと「えみまる」の一部に置き換えて4,000 haの普及を見込んでいます。
・栽培する上で以下の点にご注意ください。
① 移植栽培では早期異常出穂の発生が「大地の星」「えみまる」と同程度に懸念されるため、

育苗ハウスの適正な温度管理に努め、基準の育苗日数を遵守する。
② 「えみまる」より千粒重が重く、低温苗立性が劣るため、直播栽培では適切な苗立ち本数

（150本/㎡以上）を確保するよう播種量に留意する。

早生品種「えみまる」「大地の星」と比較して次のような特性があります。
長所
１．直播・移植ともに多収
２．食味が「大地の星」より優れ「えみまる」並
３．直播栽培での倒伏がやや少ない
４．「えみまる」より粒厚が厚く、屑米が少ない
５．割籾が「えみまる」より少ない
短所
１．「えみまる」より低温苗立性が劣る

１．直播・移植栽培ともに多収

３．直播栽培で倒伏しにくい

２．「えみまる」「ななつぼし」並の食味

玄米の粒厚別割合（％）
2021～2025年中央農試直播栽培産の平均値

注）2021～2025年育成地（中央農試）直播栽培における平均値
食味総合評価は-2（不良）～+2（良）の5段階評価で、
基準（0.00）は以下のとおり
ななつぼし：移植栽培産、えみまる：直播栽培産を基準

空育198号 えみまる 大地の星
成熟期の草姿（2025年9月2日、中央農試）

精玄米重（kg/a）
2021～2025年育成地（中央農試）における平均値

図中の数字は「えみまる」比
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４．粒厚が厚く、屑米（ふるい下）が少ない

直播栽培での倒伏程度（0無～7甚）
2021～2025年のべ16箇所、×は平均、箱内の横棒は中央値を示す
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品種系統名 食味総合評価
基準 ななつぼし えみまる

空育198号 0.23 0.22 
えみまる 0.04 0.00
大地の星 -0.20 -0.15 
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